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園
家
韓、
動
員
計
主
旦
i
l戦
時
総
動
員
計
審
の
畳
書
1
1
竹
本
信
夫
戦
争
は
鞍
時
経
械
を
組
織
す
る
。
と
a
A
に
平
時
経
済
組
識
は
飛
躍
し
て
官
公
私
経
済
機
構
は
闘
家
権
力
の
意
思
に
よ
り
戦
争
の
掃
に
再
組
織
さ
れ
る
の
だ
。
近
代
職
手
が
、
人
（
出
向
ロ
）
金
（
昌
0
5ち
軍
需
品
（
ζ
5
r
uロ
）
所
謂
3
M
の
極
大
量
を
極
短
時
日
に
集
中
す
る
事
乞
要
す
る
結
果
、
之
が
補
給
を
な
す
園
家
総
動
員
計
葺
は
‘
規
模
に
於
て
も
著
し
く
大
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
斯
る
職
時
動
員
の
一
般
D
一
般
目
標
と
な
る
も
の
は
ハ
ご
人
員
の
統
制
、
。
一
）
産
業
の
統
制
、
会
一
）
食
糧
需
給
の
調
節
、
（
岡
）
交
通
の
統
制
、
ハ
五
）
財
政
、
金
融
の
統
制
、
土
ハ
）
物
債
及
輸
出
入
の
規
正
、
ハ
七
五
月
の
他
の
統
制
及
精
紳
動
員
。
換
言
す
れ
ば
、
園
索
楳
力
の
把
悔
し
得
る
汎
ゆ
る
資
源
、
機
能
．
施
設
の
一
切
を
、
闘
家
樺
力
の
意
思
に
の
っ
て
統
制
按
配
す
る
の
で
あ
る
。
人
員
の
統
管リ
動
員
令
下
と
共
に
軍
隊
に
人
馬
を
充
足
し
之
を
不
時
態
勢
よ
り
戟
時
編
成
に
移
す
所
謂
、
軍
隊
動
員
の
み
な
ら
や
．
間
家
の
生
存
、
問
中
抗
総
動
員
計
登
五
関
家
総
動
員
計
量
宝．
産
業
交
通
等
各
種
の
方
面
に
至
る
民
力
の
統
制
、
例
せ
ば
葬
投
強
制
度
に
よ
る
人
民
の
配
置
、
職
業
分
配
の
強
制
的
支
配
の
如
し
。
1
．
失
業
者
の
慮
置
開
戦
と
共
に
園
軍
要
員
。
召
集
は
あ
る
も
の
の
‘
他
方
「
．
ハ
エ
ツ
ク
」
外
園
貿
易
の
減
庭
、
企
業
資
金
D
杜
塞
、
企
業
家
技
術
家
の
軍
隊
召
集
等
に
起
因
し
て
産
業
の
休
止
慶
絶
す
る
も
の
齢
し
と
せ
歩
。
2
、
兵
員
と
一
般
勢
務
員
。
と
の
按
配
誼
彼
此
勢
力
の
融
通
イ、
一
旦
召
集
せ
る
特
技
能
者
の
除
隊
及
此
等
の
召
集
延
期
。
ロ
、
軍
隊
服
務
中
の
兵
員
に
封
ず
る
農
事
休
暇
附
興
及
兵
員
を
以
て
す
る
直
接
農
業
の
援
助
。
勺
軍
人
の
工
場
配
属
、
軍
直
の
一
般
人
民
診
療
。
白
一
、
治
憲
傷
病
兵
の
経
済
的
利
用
。
ホ
、
兵
役
琵
除
者
、
外
入
、
婦
人
、
未
丁
年
者
等
の
軍
部
使
用
。
コ
不
可
充
要
員
に
闘
す
る
費
格
の
費
更
。
3
、
兵
員
資
源
の
捻
出
蛙
努
力
補
嘆
の
篤
採
る
尋
常
の
鹿
置
。
イ
・
不
可
充
要
員
の
交
代
、
兵
投
資
格
の
低
下
、
兵
役
義
務
の
損
張
。
ロ
、
婦
人
、
老
幼
．
不
具
慶
失
者
の
調
書
た
る
利
用
、
停
虜
の
使
役
・
勢
力
職
人
。
4
、
園
民
勢
役
強
制
制
悩
即
ち
一
般
人
員
資
源
の
窮
乏
と
職
時
必
須
人
員
の
需
要
増
加
と
は
謹
に
園
家
樺
力
を
騒
っ
て
、
国
民
の
職
役
を
醤
換
せ
し
め
．
全
国
民
の
力
を
強
制
的
に
統
制
按
配
す
る
に
至
る
ぺ
L
、
而
し
τ兵
役
義
務
制
は
撰
大
さ
れ
て
設
に
持
役
義
務
制
の
出
生
を
み
る
。
産
業
の
続
爺日
兵
器
兵
皐
の
進
歩
、
兵
員
の
増
大
、
戦
期
の
延
長
は
深
刻
な
る
軍
需
工
業
動
員
を
強
行
せ
し
め
、
他
の
産
業
に
も
甚
大
友
る
影
響
を
及
ぽ
し
此
麗
に
全
産
業
に
亘
る
統
制
を
講
ぜ
ま
る
べ
か
ら
や
。
ー
、
軍
需
品
、
園
民
生
活
必
需
品
並
共
白
原
料
の
生
産
増
加
ィ
、
園
民
を
統
制
し
所
要
の
持
務
力
を
供
給
す
。
ロ
、
同
県
罷
工
共
の
他
都
働
粉
議
の
防
止
鋸
定
の
方
法
を
講
十
。
ハ
、
科
間
中
工
欝
を
隈
用
し
新
生
産
法
を
案
出
し
又
は
製
造
技
術
を
刷
一
却
す
。
一
、
摂
控
・
主
義
を
際
用
し
又
生
産
品
の
規
格
を
統
一
す
。
ホ
、
工
場
、
事
業
場
其
他
の
生
産
設
備
を
増
加
す
J
つ
民
間
の
生
産
機
能
を
国
家
の
管
理
経
俸
に
移
す
。
ト
、
原
料
・
燃
料
、
動
力
の
配
給
を
固
滑
に
し
・
要
す
れ
ば
之
を
管
理
し
其
の
輪
選
、
配
給
上
優
先
順
序
を
定
む
。
チ
、
生
産
資
金
の
一
組
過
を
園
滑
に
し
又
企
業
の
大
組
繊
を
促
進
す
。
リ
、
耕
地
轄
換
、
工
業
特
換
、
共
他
生
産
機
能
の
輔
旧
を
行
ふ
。
岡
家
総
動
員
計
器
:ti. 
関
家
総
動
員
計
蕗
五
回
又
－
未
利
用
の
土
地
、
天
然
費
源
等
そ
開
拓
利
用
す
。
2
・
軍
需
品
原
料
蛇
園
民
生
活
必
需
品
の
消
費
節
約
ィ
、
消
費
節
約
の
必
要
を
宜
停
し
闘
氏
の
犠
牲
的
精
一
脚
に
訴
へ
目
的
の
建
成
を
困
る
。
ロ
、
節
約
の
方
法
を
提
示
し
て
自
制
的
に
之
を
確
守
せ
し
台
。
つ
法
規
に
依
り
泊
費
を
制
恥
し
叉
は
政
府
に
於
て
所
要
品
種
左
差
押
へ
、
管
理
し
、
問
給
を
規
正
し
或
は
特
設
の
民
替
機
関
に
配
給
を
一
任
し
統
一
せ
し
む
。
3
、
廃
品
、
代
用
品
の
利
用
及
関
内
議
物
件
の
蕗
僻
再
用
。
食
料
需
要
の
調
節
散
時
食
料
問
題
解
決
は
消
費
わ
節
約
と
生
産
増
加
並
び
に
代
用
貧
料
の
利
用
で
あ
ら
う
。
そ
の
手
段
、
方
法
の
大
要
は
弐
の
如
〈
で
あ
る
。
ー
、
生
産
増
加
ィ
、
耕
地
輯
換
、
土
地
の
強
制
耕
作
、
安
地
等
の
開
墾
、
公
園
校
庭
等
の
耕
転
。
て
農
債
制
度
の
採
用
、
農
事
問
器
具
機
械
製
誌
の
官
皆
、
紐
予
の
分
間
。
勺
肥
料
最
高
債
格
の
規
定
三
兵
卒
の
農
事
休
暇
、
皐
生
婦
女
の
農
事
手
停
、
停
虜
の
伎
役
。
ホ
，
増
殖
期
に
於
け
る
屠
獣
濫
殺
の
制
限
、
及
び
家
膏
飼
養
の
奨
師
。
2
、
泊
費
節
約
ィ
、
泊
費
節
約
の
目
的
を
以
て
す
る
穀
物
の
差
押
、
食
料
品
輸
出
入
の
規
正
及
蓄
の
一
制
限
。
ロ
、
麺
砲
の
原
料
、
製
菓
及
醸
建
業
に
封
ず
る
制
限
。
つ
街
肉
日
、
断
馬
鈴
薯
日
等
の
制
定
、
砂
糖
使
用
量
及
食
事
献
立
の
制
限
。
一
、
食
品
岬
制
度
、
共
同
炊
餐
の
賓
施
。
3
、
代
用
品
展
品
の
利
用
ィ
、
魚
類
食
用
を
奨
問
。
口
、
院
臭
せ
る
魚
油
を
食
用
脂
物
に
代
用
し
、
新
鮮
な
る
獣
h
R
R目
及
樹
資
等
よ
り
脂
油
を
搾
出
す
。
つ
野
生
植
物
を
訓
排
、
議
薬
に
「
サ
ッ
カ
リ
ン
」
を
砂
鵠
に
代
用
す
。
一
、
動
物
民
瞳
及
血
液
、
樹
宮
．
樹
葉
等
よ
り
飼
料
を
法
る
。
4
・
共
他
ィ
、
食
料
品
債
格
の
規
正
、
取
締
。
ロ
、
馬
鈴
薯
乾
燥
曾
祉
の
設
立
。
岡
家
鯨
動
員
計
霞
五
五
岡
山
水
総
動
員
計
雷
五
六
唱b
交
逼
の
統
告リ
草
除
、
軍
需
品
の
職
活
‘
軍
－
早
川
ヱ
業
用
原
料
・
燃
料
。
配
給
は
国
よ
り
．
国
民
生
活
必
要
品
、
一
般
住
容
の
輸
送
の
震
海
陸
の
運
輸
機
関
乞
要
す
る
と
と
甚
大
友
る
一
方
、
輸
送
設
備
酷
位
の
結
果
そ
の
衰
損
甚
だ
し
く
‘
情
交
戦
に
起
因
し
て
失
ふ
枯
舶
も
多
大
な
る
べ
〈
－
之
等
が
補
充
に
も
困
難
を
極
む
る
は
営
然
の
こ
と
に
し
て
、
之
が
無
需
に
政
委
せ
ん
か
鞍
争
の
妓
果
的
透
行
を
妨
げ
園
民
生
活
を
脅
威
せ
ら
れ
ぎ
こ
と
勿
論
な
る
故
概
し
て
運
輸
通
信
施
設
ば
政
府
の
手
に
収
め
又
は
其
の
意
思
に
よ
担
一
詮
に
統
制
し
輪
詰
力
、
通
信
カ
の
維
持
、
増
加
、
統
一
利
用
を
国
り
所
謂
交
通
勤
員
を
以
っ
て
す
べ
き
で
あ
る
。
ー
、
陸
上
運
送
の
統
制
ィ
‘
輪
轄
材
料
鶴
道
従
業
員
。
補
充
整
備
。
ロ
、
全
国
主
要
語
職
系
統
の
統
制
。
つ
路
上
運
搬
共
の
登
録
、
醍
営
輪
山
地
優
先
樺
の
規
定
。
一
、
自
動
車
議
備
品
及
荷
馬
車
の
供
給
。
ホ
、
事
輔
使
用
の
規
正
。
へ
‘
揮
議
油
、
駿
馬
飼
料
の
配
官
。
ト
、
陸
地
内
水
路
運
詮
の
統
制
利
用
、
或
新
運
河
開
設
。
2
、
梅
上
輪
選
。
統
制
ィ
、
船
積
の
街
稜
海
運
統
制
。
目
、
治
時
能
力
の
促
進
、
標
準
型
般
の
建
造
、
規
定
載
貨
貴
の
増
加
、
輸
送
品
目
の
制
限
。
つ
酷
舶
費
買
の
制
限
、
賠
籍
法
改
正
コ
ュ
、
臨
時
海
上
保
険
制
度
の
施
行
。
ホ
、
加
主
の
利
潤
制
限
。
3
、
貨
物
移
動
の
規
正
輪
議
品
種
の
援
金
に
従
び
、
轍
誌
の
優
先
順
序
を
規
定
し
、
又
は
著
修
品
、
不
要
貨
物
の
輪
廷
を
禁
示
或
は
荷
物
の
集
散
を
整
々
迅
淀
友
ら
し
む
る
篇
品
種
毎
に
特
種
機
闘
を
設
け
集
散
業
務
に
専
任
せ
し
む
る
等
の
方
法
を
詩
宗
。
4
、
通
信
の
統
制
通
信
も
亦
概
ね
同
様
の
主
義
に
基
き
、
民
替
の
も
の
は
所
要
に
臆
ビ
之
を
政
府
の
管
珂
に
移
し
、
統
一
管
理
に
よ
る
敏
速
度
を
高
く
し
優
先
順
序
を
定
め
、
機
密
の
漏
決
を
防
空
」
、
宣
停
を
し
て
遺
憾
な
か
ら
し
め
得
る
よ
ろ
十
飴
の
努
力
を
要
す
。
財
政
、
金
融
の
統
制
「
戟
争
の
護
展
と
共
に
岡
家
経
情
（
財
政
）
は
漸
戎
自
然
化
ず
る
傾
向
が
あ
る
。
職
争
の
臨
肢
は
交
叫
瞬
間
内
に
自
然
的
に
現
存
す
る
人
的
及
物
的
資
源
の
優
劣
に
依
っ
て
決
せ
ら
る
る
と
と
が
多
く
な
っ
た
。
そ
し
て
現
代
戦
争
に
於
て
は
此
の
白
然
的
物
資
は
漸
弐
一
般
の
資
本
主
義
的
商
品
の
特
貨
を
失
ふ
に
至
り
、
惹
い
て
は
交
易
用
と
し
℃
貨
幣
は
排
除
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
其
の
結
果
と
し
て
困
宋
財
関
山
都
総
動
員
計
雷
同
五
七
関
家
総
動
員
計
詰
五
八
政
は
漸
次
に
貨
幣
的
性
質
を
失
ふ
に
至
る
の
で
あ
る
。
職
時
経
済
の
緊
張
に
件
ひ
、
市
場
に
於
け
る
自
由
交
易
は
、
需
要
供
給
聞
の
調
和
を
基
礎
と
す
る
園
家
計
蓄
に
於
て
公
定
債
格
の
下
に
強
制
さ
れ
る
。
又
園
家
は
職
宰
の
維
持
殻
展
に
必
要
な
る
生
産
力
そ
の
も
の
を
要
求
す
る
に
至
る
鏡
、
租
税
等
の
国
民
的
義
務
は
貨
幣
に
代
へ
て
自
然
的
物
資
及
自
然
的
勢
力
を
以
て
す
る
よ
う
希
望
さ
れ
る
。
同
時
に
貨
幣
を
以
て
す
る
闘
家
支
出
の
形
態
も
亦
饗
じ
℃
自
然
的
物
資
を
以
て
す
る
よ
う
に
な
る
。
貨
幣
的
な
資
本
の
蓄
積
ほ
抑
制
さ
れ
、
0
0
0
D
0
0
0
 
鞍
一
年
維
持
に
必
要
伝
現
寛
的
生
産
費
本
に
眠
り
認
め
ら
れ
る
。
斯
く
て
職
時
窮
極
の
場
合
に
は
貨
幣
は
平
時
に
於
け
る
が
如
く
交
換
の
媒
介
を
魚
し
、
慣
値
の
尺
度
と
友
h
y
、
勝
叉
債
値
貯
販
の
震
に
使
用
さ
れ
る
等
の
と
と
は
底
止
さ
れ
る
に
至
る
で
あ
ら
う
」
（
ヤ
ト
口
ス
キ
I
森
氏
語
〉
自
由
＠
曲
曲
曲
目
乍
併
ら
斯
る
貨
幣
の
鹿
位
は
所
謂
酷
争
窮
極
の
場
合
で
あ
っ
て
、
市
ら
ざ
る
限
り
に
あ
っ
て
は
職
時
と
雄
も
．
貨
幣
的
な
国
家
経
済
印
ち
財
政
は
依
然
と
し
て
存
在
し
得
る
の
で
あ
る
。
市
し
て
現
代
戟
屈
す
が
問
民
経
済
及
資
源
を
基
礎
と
す
Z
の
度
高
し
き
を
加
へ
る
以
上
「
園
家
は
園
民
経
泊
の
領
域
内
に
於
て
主
要
た
生
産
者
よ
り
主
要
た
泊
費
者
介
る
の
で
‘
国
家
経
済
財
政
は
職
時
経
済
の
桓
軸
と
去
り
、
以
て
闘
民
経
済
を
最
高
度
に
利
用
L
、
物
債
信
用
、
金
融
等
園
政
経
済
の
諸
要
素
を
維
持
す
る
任
務
に
服
さ
泣
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
る
る
」
国
家
総
動
員
の
内
容
は
要
す
る
w
比
較
争
目
的
に
封
し
て
必
要
な
る
生
産
要
素
を
合
理
的
に
統
制
話
用
ず
る
を
以
っ
て
主
要
目
的
と
し
て
ゐ
る
。
今
日
列
強
の
閣
家
組
動
員
計
書
は
臨
時
閣
民
経
済
の
生
産
消
費
劃
照
表
を
作
製
す
る
こ
と
及
び
戟
時
此
の
針
照
表
を
し
て
誼
営
な
る
均
衡
を
得
せ
し
む
る
属
、
卒
時
よ
り
強
め
本
備
施
設
す
る
こ
と
を
骨
子
と
し
て
ゐ
る
。
此
の
計
輩
中
に
は
職
時
貨
幣
経
済
を
底
し
な
い
限
り
生
産
流
通
の
過
程
に
於
て
歓
く
べ
か
ら
ざ
る
貨
幣
及
信
用
等
所
謂
支
捕
手
段
其
他
に
関
す
る
金
融
財
政
の
事
項
を
除
外
す
る
を
得
な
い
。
然
る
に
軍
固
に
必
要
な
る
資
源
が
平
時
よ
り
培
養
育
成
の
必
要
去
る
に
反
し
て
、
財
政
金
融
事
項
は
平
時
よ
り
準
備
す
べ
き
方
策
甚
だ
齢
品
己
観
あ
る
と
と
、
並
に
支
捕
手
段
を
物
そ
れ
自
陣
よ
り
も
謹
か
に
軽
観
ず
る
観
念
と
、
鞍
時
財
政
も
亦
毎
寛
闘
民
所
得
の
分
配
を
一
時
的
に
鞍
争
要
求
に
遁
臨
せ
し
め
る
手
段
に
過
ぎ
・
な
い
も
の
た
り
と
の
見
解
等
に
よ
り
、
財
政
金
融
の
動
員
計
霊
は
比
較
的
閑
却
さ
れ
易
い
立
場
に
置
か
わ
て
ゐ
る
。
乍
併
、
異
に
明
日
の
財
布
を
準
備
す
る
鵠
に
は
財
政
金
融
の
計
霊
は
狽
央
も
之
を
等
閑
に
附
す
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
教
に
於
℃
か
将
来
鞍
守
に
於
け
る
財
政
金
融
mu
諸
政
策
に
闘
し
て
諌
め
一
の
方
針
を
建
て
‘
之
に
基
い
て
卒
時
よ
り
計
霊
準
備
し
、
一日一綾
A
誌
に
臨
し
て
之
を
遁
宜
更
改
運
用
す
る
と
き
は
、
計
叢
猷
如
に
仲
ふ
浪
費
と
損
失
を
輸
措
防
し
、
職
争
能
力
の
維
持
に
資
す
る
を
得
る
と
と
き
た
甚
大
な
り
ど
一
式
ふ
べ
し
。
ー
、
財
政
的
鞍
備
政
策
A
、
開
叫
戦
時
に
於
け
る
通
貨
の
緊
急
需
嬰
を
充
足
す
る
詩
の
準
備
。
ィ
、
動
員
及
初
期
作
散
の
経
費
を
見
積
り
、
之
に
商
工
業
の
篤
の
金
融
上
の
要
求
を
加
算
し
、
緊
急
通
貨
の
需
要
額
を
諜
定
す
。
え
緊
急
通
貨
の
資
源
と
し
て
は
職
時
金
庫
に
一
定
の
正
貨
を
貯
識
し
、
漸
次
そ
の
金
額
を
増
加
す
る
。
つ
商
工
業
資
金
供
給
の
詩
に
は
貸
付
金
庫
の
特
設
を
ゑ
す
。
貸
付
金
庫
は
直
接
戟
費
調
建
の
属
に
も
利
用
す
る
を
得
る
。
闘
家
総
動
員
計
書
::IL 
丸
図
家
総
動
員
計
責
。
三
中
央
銀
行
に
正
貨
の
菩
債
を
回
り
、
緊
念
紙
幣
の
費
行
に
営
り
て
向
且
‘
法
定
比
例
準
備
を
維
持
に
努
力
し
且
、
民
間
流
通
の
金
貨
は
之
を
中
央
銀
行
に
回
収
す
る
方
針
を
取
り
小
額
銀
行
券
の
流
通
以
っ
て
之
に
代
ふ
Q
ホ
、
戟
時
新
設
行
文
は
増
護
を
要
す
る
紙
幣
、
設
券
の
類
を
鴇
ほ
め
印
刷
準
備
す
る
。
へ
、
職
時
免
換
停
止
、
銀
行
券
強
制
通
用
共
他
の
緊
急
措
置
に
必
要
な
る
法
律
案
。
準
備
。
2
、
戟
時
財
政
上
課
税
及
公
債
寡
集
を
容
易
な
ら
し
め
る
需
の
根
本
政
策
ィ
、
平
時
努
め
て
公
債
の
蛮
行
詮
抑
制
し
戦
時
の
起
債
市
場
を
留
保
し
置
く
乙
と
。
胃
、
税
政
を
し
て
職
時
牧
入
増
加
の
弾
力
あ
ら
し
め
る
よ
う
再
編
成
す
る
も
可
。
3
・
戦
時
金
融
を
園
滑
な
ら
し
め
る
簡
の
組
繊
の
改
善
ィ
、
一
堂
固
友
る
中
央
銀
行
を
設
け
、
貨
幣
及
び
銀
行
券
の
統
一
を
圃
り
、
且
つ
民
間
銀
行
制
度
を
改
良
す
。
ロ
、
貯
蓄
銀
行
の
資
産
そ
し
て
勤
員
容
易
の
航
態
に
置
く
話
、
法
律
を
以
て
之
に
園
債
保
有
の
義
務
を
諒
す
。
4 、
一
般
に
財
制
上
収
支
の
均
衡
を
侍
る
こ
と
に
努
力
し
歳
入
増
加
の
方
法
を
講
や
る
と
共
に
・
蔵
出
の
緊
縮
を
困
る
。
5
、
財
制
参
謀
本
部
の
設
置
6
、
非
常
金
融
封
策
ィ
‘
支
掛
猶
設
の
施
行
。
口
、
正
貨
準
備
の
防
護
、
金
本
位
停
止
及
正
賞
防
護
。
ハ
、
軍
貨
、
貨
幣
の
準
備
。
三
開
戦
前
度
に
於
け
る
資
本
遁
避
の
防
止
、
在
外
資
金
の
安
杢
保
護
。
7
、
財
政
上
の
緊
急
手
段
ィ
、
中
央
銀
行
よ
り
の
借
入
金
。
ロ
、
特
別
舎
計
資
金
等
の
繰
替
。
ハ
、
大
癒
省
誼
券
及
園
庫
詮
雰
白
蛮
行
並
に
準
備
銀
行
券
に
謝
す
る
租
税
の
免
除
。
8
、
職
費
財
源
選
揮
の
指
標
ィ
、
租
税
（
増
徴
及
新
視
を
意
味
し
専
責
益
金
の
増
収
を
意
味
ず
）
三
金
位
、
借
入
金
、
不
換
紙
幣
都
民
行
。
つ
｛
日
業
取
入
’
普
通
歳
計
剰
齢
、
戟
地
課
金
、
献
金
。
物
債
及
輪
出
λ
の
規
定
努
め
て
園
費
の
膨
大
を
避
け
就
中
、
軍
需
品
の
廉
債
供
給
を
期
し
、
一
方
物
債
騰
貴
に
よ
る
園
民
生
活
の
脅
威
を
防
ぎ
、
又
圏
内
に
於
凶
り
る
物
債
の
高
低
は
輸
出
入
の
泊
長
に
密
接
不
離
の
関
係
を
有
す
る
故
釘
敵
輪
出
又
は
担
度
輪
山
刊
の
弊
を
防
ぎ
、
他
方
不
足
日
間
に
あ
り
て
は
各
担
の
手
段
に
よ
り
そ
の
輸
入
を
国
り
、
一
面
審
修
口
聞
の
如
き
は
輸
入
を
禁
じ
て
輪
詮
カ
の
節
約
を
国
る
べ
き
で
あ
る
。
飼
家
総
動
員
計
蓋
ム
ノ、
凶
家
総
動
員
計
責
ム
ノ、
其
他
の
統
制
及
精
神
動
員
就
中
、
曲
学
術
工
裏
一
宮
軍
事
並
困
民
生
活
維
持
の
目
的
に
癒
用
し
以
て
之
が
統
合
利
用
に
最
善
の
機
闘
を
設
置
し
叉
敬
育
芥
D
統
制
に
よ
り
各
皐
校
を
戦
時
間
防
政
策
に
合
す
る
如
〈
利
用
す
。
向
、
同
時
傷
病
者
の
救
護
扶
助
岡
氏
。
街
生
保
健
白
如
き
祉
曾
的
施
設
の
徹
底
に
も
深
甚
の
注
意
を
梯
ふ
と
と
が
肝
要
で
る
る
。
最
後
に
特
に
著
目
ず
べ
き
は
所
謂
精
神
動
員
で
あ
る
、
交
戦
諸
困
は
勤
も
す
れ
ば
泌
滞
ぜ
ん
と
す
る
国
民
精
神
を
最
高
庭
に
緊
張
せ
し
め
、
共
の
糟
戦
意
思
を
融
持
、
増
長
せ
ん
が
錆
に
大
い
に
努
力
蓋
策
せ
ざ
る
べ
か
ら
や
。
之
に
関
聯
し
て
所
謂
、
思
想
攻
防
戦
の
需
宥
力
た
る
会
報
、
宜
偉
機
関
を
設
る
と
と
も
亦
そ
の
就
呆
偉
大
な
り
と
一
五
ふ
ぺ
し
。
以
上
略
越
せ
る
戦
時
経
済
政
策
を
一
貫
す
る
指
導
理
念
は
要
す
る
に
戦
時
に
際
し
て
は
、
戦
争
に
起
因
す
る
国
民
の
犠
牲
を
最
少
限
度
に
止
め
、
且
つ
各
人
を
し
て
最
高
の
能
率
を
殻
拐
し
事
園
一
致
戟
争
の
局
献
替
の
賓
を
事
げ
し
め
る
に
在
る
。
且
定
所
謂
、
閣
家
総
動
員
の
原
則
で
b
る。
